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日本で初めてテニスが行われたのは明治９年、

横浜市中区山手町にある山手公園だったと言われ

ています。明治11年には日本最初のテニスクラブ

が誕生。この公園を運営する横浜市は平成10年に

テニス発祥120周年を記念して、山手公園の中に

「横浜山手・テニス発祥記念館」を設立しました。

山手公園の入り口には、「日本庭球發祥之地」と

書かれた記念碑が建てられています。
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明治５年９月12日（新暦10月14日＝鉄

道の日）、日本初の鉄道が東京の新橋(汐

留)から横浜（桜木町）まで開通しました。

イギリス製の蒸気機関車が客車をひいて

走り、所要時間は53分、旅客運賃は上等

１円12銭５厘、中等75銭、下等37銭５厘

でした。午前に４往復、午後に５往復の

列車が運転され、途中、品川と川崎、鶴

見、神奈川の４か所に停車場（駅）が設

けられました。
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日本人で初めてアイスクリームを製

造したのは町田房造で、明治２年に馬

車道通りの常盤町５丁目に開いた氷水

店で販売したとされています。日本ア

イスクリーム協会は５月９日を「アイ

スクリームの日」としています。馬車

道商店街では同日を中心に記念イベン

トを開催しています。
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明治２年、日本で最初のビー

ル醸造所が開設され、翌年、

ノルウェー出身のアメリカ人

ウィリアム・コープランドが

スプリングバレー・ブルワリー

を設立。山手・天沼（現在の

横浜市中区の北方小学校付近）

の豊かな湧き水を使い、日本

で初めて継続的にビールを製

造しました。「天沼ビヤザケ」

と称して評判を呼び、東京や

神戸、長崎にとどまらず、遠

く上海に輸出されました。後

に施設はジャパン・ブルワリー

に引き継がれ、明治21年に初

代「キリンビール」＝写真＝

が発売されました。
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医師としての活動や｢ヘボン塾」で

の英語教育で知られるジェームス・カー

ティス・ヘボンは慶応３年、日本初の

和英辞典「和英語林集成」を完成させ

横浜で発行しました。巻末には英和の

部分もあり初版の日本語の見出し語数

は２万772語、英語の見出し語数１万

30語、和英の部550ページ、英和の部

132ページから成っていたといいます。
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。

ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
に
は
、
創
刊
号
の

復
刻
版
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
面

に
は
、
発
刊
の
趣
旨
の
ほ
か
、
購
読
料

や
引
札
値
段
附
（
広
告
料
）
、
両
替
相

場
、
船
舶
出
入
、
国
内
外
の
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
、
多
様
な
記
事
や
広
告
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

馬
車
道
通
り
に
は
今
も

ガ
ス
灯
が
と
も
る

馬
車
道
通
り
に
は
今
も

ガ
ス
灯
が
と
も
る

和英辞典和英辞典

鉄道開通鉄道開通

日
刊
新
聞

日
刊
新
聞

第41回横浜開港祭2022 特別紙面第41回横浜開港祭2022 特別紙面

ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
が
所
蔵
す
る
「
横
浜
毎
日
新
聞
」
第
１
号

（
復
刻
版
）
＝
原
紙
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
が
所
蔵
す
る
「
横
浜
毎
日
新
聞
」
第
１
号

（
復
刻
版
）
＝
原
紙
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵

ビールビール

テニステニス

ヨヨ
ココ
ハハ
ママ



第41回横浜開港祭2022・特別紙面 ヨコハマ発祥新聞 2022年6月2日(木)

《入館料》

一般400円、大学生300円、
高校生200円、小中学生以下無料
《開館時間》
10:00～17:00（入館は16:30まで）
横浜市中区日本大通11
横浜情報文化センター

電話045-661-2040 https://newspark.jp/

「情報の森」冒険のために

横浜が最初

こんなにあったよ 西洋目薬 慶応 ２年

近代街路樹発祥の地 慶応 ３年

日本最初の和英辞典 慶応 ３年

アイスクリ－ム発祥の地 明治 ２年

西洋理髪発祥の地 明治 ２年

西洋料理店（レストラン） 明治 ２年

鉄のトラス橋発祥の地 明治 ２年

電信創業の地 明治 ２年

灯台局発祥の地 明治 ２年

日本最初のビール醸造の地 明治 ２年

日本吹奏楽発祥の地 明治 ２年

乗合馬車発祥の地 明治 ２年

君が代発祥の地 明治 ３年

近代下水道発祥の地 明治 ３年

女子教育機関 明治 ３年

西洋歯科医学勉学の地 明治 ３年

西洋式劇場 明治 ３年

日刊新聞発祥の地 明治 ３年

日本ガス事業発祥の地 明治 ３年

洋式公園発祥の地 明治 ３年

日本野球初の試合 明治 ４年

ガス灯発祥の地 明治 ５年

鉄道発祥の地 明治 ５年

西洋瓦製造工場 明治 ６年

石鹸工場発祥の地 明治 ６年

日本バプテスト発祥の地 明治 ６年

金星太陽面経過観測 明治 ７年

外国郵便創業の局発祥の地 明治 ８年

日本メソヂスト 明治 ８年

日本テニス発祥の地 明治 ９年

機械製氷発祥の地 明治１２年

ヒマラヤ杉初植栽の地 明治１２年頃

警察署 明治１５年

西洋医科歯学発祥の地 明治１５年頃

近代水道発祥の地 明治２０年

電話交換創始の地 明治２３年

消防救急発祥の地 消防車 大正 ３年

救急車 昭和 ８年

◆
「
新
聞
の
あ
ゆ
み
」

「
新
聞
の
あ
ゆ
み
」
ゾ
ー
ン
で

は
、
所
蔵
資
料
20
万
点
の
う
ち
、

新
聞
の
創
刊
号
や
新
聞
製
作
機
材

な
ど
約
２
０
０
点
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
明
治
時
代
に
誕
生
し
た
日

本
の
新
聞
は
、
百
数
十
年
に
わ
た

り
、
人
々
に
い
ち
早
く
ニ
ュ
ー
ス

を
伝
え
、
政
治
や
社
会
の
あ
り
方

を
問
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
大
正

時
代
の
産
業
と
し
て
の
発
展
や
戦

争
時
代
の
言
論
統
制
、
戦
後
の
再

出
発
な
ど
、
歴
史
と
と
も
に
新
聞

が
あ
ゆ
ん
で
き
た
道
の
り
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
確
か
な
情
報
の
大
切

さ
と
新
聞
の
役
割
を
歴
史
か
ら
考

え
る
ゾ
ー
ン
で
す
。
報
道
機
材

（
カ
メ
ラ
、
ワ
ー
プ
ロ
）
、
ポ
ス

タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
記
者
証
、
原
稿
・

写
真
を
運
ん
だ
伝
書
鳩
な
ど
も
展

示
し
て
い
ま
す
。

◆
マ
イ
新
聞
づ
く
り

製
作
工
房
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

新
聞
作
り
を
毎
日
実
施
し
て
い
ま

す
。
90
文
字
の
記
事
と
そ
の
場
で

撮
っ
た
写
真
を
組
み
込
め
ば
、
世

界
に
一
つ
だ
け
の
新
聞
が
完
成
！

来
館
記
念
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
「
パ
ソ
コ

ン
で
新
聞
づ
く
り
」
「
新
聞
レ
ク

チ
ャ
ー
」
「
取
材
ク
ル
ー
ズ
」
と

歴
史
と
現
代
か
ら
学
ぶ

情
報
と
新
聞

ニ
ュ
ー
ス
パ
ー
ク
（
日
本
新
聞

博
物
館
）
は
、
日
刊
新
聞
発
祥
の

地
・
横
浜
に
あ
る
情
報
と
新
聞
の

博
物
館
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
急

速
な
進
展
で
大
量
の
情
報
が
あ
ふ

れ
る
今
、
私
た
ち
に
は
情
報
を
見

き
わ
め
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
２
０
２
２
年
３
月
か
ら
の
新

展
示
で
は
、
た
く
さ
ん
の
情
報
が

あ
ふ
れ
る
様
子
を
、
情
報
が
う
っ

そ
う
と
茂
っ
た
「
情
報
の
森
」
に

見
立
て
、
そ
の
中
を
冒
険
す
る
の

に
必
要
な
心
構
え
を
、
冒
険
の
ア

イ
テ
ム
な
ど
の
形
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
が
情
報
と
ど
の
よ

う
に
付
き
合
っ
て
い
け
ば
い
い
の

か
、
新
聞
の
歴
史
と
現
代
の
情
報

社
会
の
両
面
か
ら
、
展
示
と
体
験

を
通
じ
て
学
べ
る
施
設
で
す
。

◆
「
新
聞
を
知
ろ
う
」

「
新
聞
を
知
ろ
う
」
ゾ
ー
ン
で

は
、
新
聞
が
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
、

届
け
ら
れ
て
い
る
か
を
知
り
、
新

聞
の
魅
力
や
面
白
さ
に
出
合
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
「
新
聞
が
届
く

ま
で
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
型
展
示
と
と
も
に
新
聞

社
の
日
々
の
仕
事
を
解
説
し
て
い

ま
す
。
新
聞
配
達
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
や
輪
転
機
の
速
さ
に
挑

戦
す
る
ゲ
ー
ム
な
ど
、
楽
し
く
学

ぶ
仕
掛
け
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

新聞配達ゲーム

取
材
体
験
ゲ
ー
ム

「
横
浜
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」

すべての人の
学びの場

当館は、ＮＩＥ（Newspaper

in Education＝教育に新聞を）

の取り組みを念頭に置き、学

校教育との連携に力を入れて

います。

い
っ
た
３
つ
の
団
体
向
け
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
ル
ー
ム
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
、
新
聞
を

使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
題
材
を
も
と
に
、
楽
し
く

新
聞
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報
は
、

当
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http

s

:
/
/
n
e
w
s
p
a
r
k
.
j
p
/

）
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◆
横
浜
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル

横
浜
港
周
辺
の
街
並
み
を
再
現

し
た
ジ
オ
ラ
マ
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
か
ざ
す
と
、
過
去
へ
と
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
。
新
聞
記
者
に
な
っ

て
、
ペ
リ
ー
来
航
と
日
米
和
親
条

約
の
締
結
、
山
下
公
園
や
日
本
大

通
り
の
誕
生
と
い
っ
た
開
港
地
・

横
浜
を
め
ぐ
る
秘
密
を
取
材
で
解

明
し
て
い
き
ま
す
。
取
材
結
果
は

Ａ
３
判
の
新
聞
と
な
り
、
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
「
情
報
社
会
と
新
聞
」

現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
た

く
さ
ん
の
情
報
に
囲
ま
れ
た
「
情

報
の
森
」
を
暮
ら
し
て
い
る
と
言

え
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
人
と

人
の
新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
一
方
、
間
違
っ
た
情
報
や
不
確

か
な
情
報
も
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

当
館
展
示
で
は
、
「
情
報
タ
イ

ム
ト
ン
ネ
ル
」
で
急
速
な
情
報
化

の
進
展
を
体
感
、
う
わ
さ
話
な
ど

塗装業発祥の地 嘉永 ６年

日米和親条約締結の地 嘉永 ７年

ホテル発祥の地 安政 ７年

写真開祖の地 万延 元年

西洋野菜 万延 元年

パン発祥の地 万延 元年

開国後最初のカトリック教会 文久 元年

クリ－ニング発祥の地 文久 元年

近代競馬場発祥の地 文久 ２年

日本洋裁業発祥の地 文久 ３年

情

報

が

引

き

起

こ

し

た

騒

動

を

通
じ
て
、

情

報

の

関

わ

り

に

つ

い

て

問

題

意

識

を

高
め
ま
す
。
そ
の
上
で
、
「
情
報

の
森
」
を
冒
険
す
る
た
め
に
必
要

な
心
構
え
を
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
や
メ
デ
ィ
ア
の
専
門
家
か
ら

「
盾
」
「
ス
コ
ー
プ
」
「
ひ
か
り

球
」
「
な
か
ま
」
と
い
う
形
で
案

内
し
ま
す
。

「
現
代
の
新
聞
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
」
で
は
新
聞
の
役
割
と
新
聞

記
者
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

情報と新聞の博物館で

す。歴史と現代の両面

から、確かな情報の大

切さと新聞の役割を紹

介しています。SNS時代の情報との接

し方を楽しく、実践的に学べます。

みなとみらい線 「日本大通り駅」
３番情文センター口直結
ＪＲ・横浜市営地下鉄 「関内駅」
から徒歩10分
横浜市営バス 「日本大通り駅県庁
前」から徒歩１分


